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月刊グラフィックサービス　発行趣意

　月刊『グラフィックサービス』は、一般社団法人日本グラフィックサービス工業会会員、関係諸団体およびすべての
ステークホルダーの皆様に、自社の質的向上に役立ち、知恵と勇気を分かち合うことを目指し発行するものです。
　本会の存在意義である人間交流スペースを構築し、社会の多様な要請にタイムリーに対応しつつ、共通の経営課題を
持つ会員をネットワーク化し、その交流を積極的に支援するとともに小さいことでも有利となる経営施策も発信する情
報ターミナルとなることを理想とします。
　またその情報発信手段は誌面にとどまらず、環境に応じて多様な発信方法を検討、遂行することを責務とします。

【概　要】

発行回数	 月 1回 /年間 12 回	 配布方法	 ・全会員へ直接郵送

購　読　料	 ジャグラ会員は無償（会費に含む）	 　　　	 ・ジャグラホームページからのダウンロード

	 ・希望企業、団体への有償配布

　昨年５月より愛知県支部長を拝命しました佐賀と申しま
す。昭和 40 年生まれで今年還暦 60 歳になります。今年
は昭和 100 年、戦後 80 年、そしてジャグラも創立 70
周年という節目の年に平々凡々な私が皆様のお役に立てる
ような話はありませんが、普段から大変お世話になってい
る神山副会長先輩のご指名により恐縮ながら書かせていた
だいております。
　始めに印刷業とジャグラとの関わりについて少しお話さ
せていただきます。昭和 45 年に父が脱サラして印刷業を
始めた時、私は幼稚園児。父は印刷と特別に縁があったわ
けではなく電話帳の職業欄を見て直感で決めたと後に聞い
ています。母が和文タイピストとして一緒に働くようにな
り、最初は自宅兼仕事場だったのが機械や人が増えて手狭
になり引越してからも、小学校の帰りは会社に寄って母の
帰宅を一緒に待つといった日々でしたから自然と印刷機の
音やインクの匂いにも慣れ親しんでいました。中学・高校・
大学の長期休暇中は、製本作業や版下作業（ロットリング
での線引きやレタリングシートを使った作業）などアルバ
イトで手伝ってました。就職の時には仕事が忙しく手が足
りないということで、すぐに父の会社に入りましたが、印
刷業を継ぐことについては自然に決心していました。その
後ワープロ、電子組版機、DTP などの導入が相次ぎ勉強
しながら業務に取り組む日々が続きました。
　父は軽印刷工業組合や軽印刷同友会（通称やろう会）に
加盟し、岡本健紀さんが支部長の時代に 10 年ほど支部の
会計担当理事を務めていました。私は 26 歳の時に愛知県
支部の青年部である愛青会へ入会し、ちょうど愛青会創立
10 周年記念事業の直前だったため準備のための打合せが
深夜まで及ぶなど、その熱気と情熱に驚いたことを覚えて
います。愛青会には 20 年弱在籍し（当時は 45 歳で卒業）、
愛青会の在籍途中から支部の会計担当理事を 18 年間務め
ました。そして昨年、愛青会の大先輩でもある鈴置前支部
長のご指名により、私でもお役に立てることがあるならば
と支部長を務めさせていただくこととなりました。
　この間、父が他界した後やコロナ禍などジャグラの仲間
の皆さんには多くの心の支えをいただき本当に感謝しかあ
りません。ジャグラでは 70 歳過ぎても元気に現役を続け

る方が大勢いらっしゃいま
すので私自身もまだまだ引
退は先のことだと思いながら、事業承継や業態変革などの
課題に対しては迷いがあったり恥ずかしながら手をこまね
いているのが正直なところです。それでもジャグラにいれ
ば仲間の皆さんのご意見や新しい取り組み事例などを知る
ことができます。取り組みの遅れは自覚しつつ何とか事業
とジャグラを続けて、歴代支部長の方々と比較し甚だ頼り
ないのは承知の上で、ジャグラを次世代に繋ぐ橋渡しにな
れればと考えております。
　ここからは余談です。「昭和 40 年男」という雑誌が好
きでずっと購読しています。懐かしいものしか載っていな
いという懐古趣味満載の雑誌です。趣味とか何十年たって
も好きなもの、また印刷という仕事に対する感覚も含めて
小中学生の頃の影響は大きいと実感します。何かと収集し
たくなるのも同世代の方ならご理解いただけるかと思いま
す。この雑誌も時流には逆らえず割と最近になって電子書
籍としても販売されるようになりました。家内からの物置
兼書庫の私物占有率圧縮要求に対して、仕方なく雑誌や書
籍はできるだけタブレットで電子書籍を読むようになりま
したが、いかんせん所有感に乏しく頭に入ったような気が
するものの、思い出そうとした時の取っかかりの希薄さに
困ります（年のせいというのは、とりあえず置いときます）。
　昨年の夏、ジャグラ愛知の仲間とゴルフに出かけた際、
酷暑の中で脱水症状により倒れ救急車で運ばれるという経
験をしました。年相応の体調管理の重要さを痛感しました。

「今年の夏は毎日近くのゴルフ場から救急で運ばれて来る」
と仰る救急対応していただいた医師からは「よく小まめに
水分補給するようにと言うけれど、本当は汗をかく前に
ペットボトル１本、酷暑の時はできれば２本飲むべき。汗
をかき始めてからでは遅いのです。」とアドバイスを受け
ましたので皆様もご参考にしていただければと思います。
　今号は年男・年女企画があると伺っております。今年の
抱負としては、微力ながらジャグラに恩返しをし次世代に
しっかり繋ぐこと、健康に留意し万が一の事態を起こさな
いことです。ご同輩の皆様もどうかご自愛ください。

C�O�N�T�E�N�T�S

還暦を迎えてジャグラへの思い
愛知県支部長　佐賀　信仁
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　2025年の幕が明けました。昨年は年初から能登半島地震が発生し、地域復興や危機管理について
考えさせられる一年となりました。今年は大阪万博開催年ということで、国や自治体では期待感が高まっております
が、どこまで中小企業へと経済波及効果が浸透していくかが成功のカギになることでしょう。さらにアメリカの第
47代大統領に共和党のドナルド・トランプ氏が就任しました。前回大統領の際、日本経済にも大きな影響を及ぼし
ましたが、今後新たにどのように世界情勢が変わっていくのか注目されます。今年は 60周期の干支の中で 42番目
に位置する「乙巳（きのとみ）」です。この年は「努力を重ね、物事を安定させていく」と言われています。厳しい
経営環境にあっても努力を重ねていくことで物事が安定していくのは世
の常かと思います。本誌特集「年男 2025―乙巳」と題し、元気に
2025年を乗り越えていくため、今年「年男」を迎えました会員の皆様
からメッセージを頂戴しました。

株式会社東海林印刷
東海林　正　博
　1953 年１月 26 日生まれの私は今年で
72 歳。え～！年男？（笑）そんな歳になっ

ちゃった～（笑）光陰矢の如し、とよく言ったものでびっ
くり仰天の今日この頃です。自分の同期生は 1952 年（昭
和 27 年）辰年生まれがほとんどなので自分は「辰っぽい
ヘビ」でなんかへんな調和の取れない性格だと思っていま
す。４年程前に社長を息子に譲り少しは悠々自適の生活を
送りたいと思いつつ、毎朝会社の鍵開け、神棚の水替え、
周りの歩道、近所の掃除など朝のルーティーンを続けなが
ら午前中を中心に会社に出勤中です。思えば 1973 年に
大学を中退（創業者の親父が政治の道を選んだため）し、
当時の東海林商会に入社。カレンダー、広告用マッチや謄
写印刷、孔版タイプ印刷、電動タイプ印刷、DTP 組版印刷、
パソコンソフト組版、各種デザイン、今は POD による印
刷や動画制作等、時代とともに、そしてジャグラと共に紆
余曲折しながら歩んできました。今年こそこれを！的な今
年の抱負はあまりありませんが、健康のため趣味のギター
や下手なゴルフを続けながら、いちジャグリストとして社
長（息子）や社員の皆さんに感謝を忘れず現役の邪魔にな
らないよう（笑）出来ることをできるだけがんばるつもり
です。今年は年男として良いことがいっぱい有ること、皆
さんにいっぱい幸せが舞い込むことを願いつつ今年もどう
ぞよろしくお願いいたします。

株式会社くまがい印刷
熊　谷　健　司
　年男として迎える 2025 年、私は初心

に帰り自分の原点を見つめ直す一年にしたいと思っていま
す。
　まずは健康を第一に考え規則正しい生活を心がけます。
めっきり減ってしまったスポーツジム通いの数を増やし年
内体重－５kg 必達を心に決めています。
　心身ともに健康でなければ、どんな目標も達成すること
は難しいと感じていて、これまで先送りにしていたことや
挑戦を避けていたことにも果敢に向き合い、新しい経験を
積むことを目指します。
　加えて近年社内で行っている業務の効率化と DX 化も加
速させていきたいと思います。現状の業務プロセスを見直
し、デジタルツールの活用を進めることで、生産性を向上
させ価値を生み出します。また DX 化に関する新しいアイ
デアを取り入れ、変化する時代に対応できる強い組織づく
りを目指します。
　最後に年男としての節目を迎えるこの年をジャグラはじ
め SPACE-21 の仲間との交流を深めながら、自分自身の
成長と事業の刷新、新たな挑戦の年とし充実感に満ちた一
年にしていきます。

惠友印刷株式会社
萬　上　孝　平
　一般に、生き物としてのヘビに良い印象
を持つ方は少ないのではないかと拝察しま

すが、脱皮をするヘビは、「復活と再生」を連想させ、不
老長寿や強い生命力につながる縁起の良い動物と考えられ
ているそうです。ヘビは、聖書においてはエデンの園でエ
バを誘惑し、人類を罪に導いた悪の象徴として描かれます
が、インド仏教では七福神の一柱、弁財天の使いで、金運

秋田

秋田

東京新宿

に結び付く縁起が良い生き物と言われもします。ギリシャ
神話、海の神ポセイドーンの愛人であり頭髪が無数のヘビ
姿で描かれる怪物メデューサは、ペルセウスに首を切られ
退治されるが、その血が死者を蘇生させ、魔除けに使われ
もする。不思議な動物が干支に入ったものだと感じます。
困難な状況から立ち直る力、回復力、または弾力性などの
意をもつ英語の「Resilience（レジリエンス）」という言
葉を想起せしめ、今の自分に必要な力のように思います。
ことし 48 歳。印刷・グラフィック業界に身を投じて今年
でちょうど 20 年。次男も成人し、子供たちは人生の次の
ステージへと移ります。彼らの成長に伴い自らの老いも感
じつつ、健やかに１年を過ごしたいものだと切に願ってい
ます。ジャグラの皆さまのご健康・ご多幸をお祈り致しま
す。

株式会社旭洋社
山　下　英　作
　新年あけましておめでとうございます。
東京グラフィックス文京支部の山下です。

早いもので、今年で人生５回目の年男、満 60 歳の還暦を
迎えることとなりました。これまでに大きな病気や怪我も
なくやってこられたのは、健康な体を与えてくれた両親と、
関わりのあった多くの皆様のお蔭と感謝申し上げます。
　新年の話題にふさわしくないかもしれませんが、昨年

（2024 年）は私にとってうれしくない、とても残念な出
来事がいくつかありました。年齢を重ねたこともあるのか
もしれませんが、そんな事を機に、今まであまり考えもし
なかったことを考えるきっかけとなりました。そこで改め
て思ったことは、何気ない当たり前の日常がいかに大切で
尊いものであるかということです。「人に恵まれた有難さ」

「仕事がある有難さ」そして「健康である有難さ」を痛感
した年となりました。これからもこの気持ちを大切に、日々
過ごして参りたいと思う次第です。今後ともよろしくお願
い申し上げます。
　さて、今年の６月にはジャグラ文化典 70 周年記念大会
が東京の地で開催されます。私自身はエクスカーション担
当として、参加者の皆様をお迎えする企画を進めておりま
す。文化典・総会・懇親会はもちろんのこと、オプショナ
ルツアー等々にもご参加いただき、ジャグラの絆を深めて
いただけますよう願っております。皆様の参加を心よりお
待ちしております。

株式会社 TOP印刷　東京営業所
北　川　圭　一
　年男を迎える 2025 年、私は新しい挑
戦に心を弾ませています。今年は「進化」

をテーマに、未来へ向けて一歩ずつ前進していきたいと思
います。
　まず、IT の世界で自分をアップデート！急速に進化す
る WEB 技術をしっかりとキャッチし、誰かの役に立つソ
リューションを生み出せる力を育てます。新しい技術に触
れることは、自分自身の成長だけでなく、社会に小さくて
も確かな貢献ができる道だと信じています。一歩一歩を積
み重ね、大きな変化を生み出す原動力になりたいです。
　また、「変わらない大切なもの」と「新しい風」を上手
に組み合わせられる人になりたいです。どんな時代でも、
自分の軸をしっかり持ちながら柔軟に変化を受け入れられ
る人は魅力的ですよね。私もそんな人間を目指し、日々学
び、挑戦を続けます。「不易流行」を意識し、自分自身に
深みを与えていきたいです。
　そして、視野はもっとグローバルに！多様な価値観や文
化に触れることで、自分の中の「枠」を広げ、未来を見据
えた柔軟な発想力を磨きたいです。グローバルな視点を持
つことで、個人としても、組織の一員としても、新たな価
値を生み出す力を育みます。
　「進化」する 2025 年を、心に刻む一年に。皆さんとと
もに、より良い未来を築いていきたいと思います！

有限会社ドゥ・プラン
笹　岡　　　誠
　一昨年、神奈川県の鎌倉市に引っ越しま
した。自宅から歩いて行ける距離に有名な

銭洗弁財天があります。銭洗弁財天の入り口は手掘りのト
ンネルになっていて、薄暗いトンネルを抜けると、境内が
ぱっと広がります。その境内の奥にもう一つ洞窟があり、
清水が湧き出でています。蝋燭で照らされたうす灯りの中
で、たくさんの人が財布から取り出したお金をざるにいれ、
その清水で一心不乱にお金を洗っています。ちょっと異様
な光景でもあります。実はここで銭を洗うと何倍にも銭が
増えて戻って来ると信じられ、銭洗弁財天と呼ばれるよう
になりました。
　ここは正式には宇賀福神社と言って、七福神のおひとり
弁財天様をお祭りしています。この弁財天様は巳を御使い
としていて、毎月「巳の日」は普段にも増してお参りする
善男善女で賑わいます。令和７年は巳年です。巳をお使い
とする銭洗い弁財天様もご利益がさらに増して、お金をめ

東京文京

東京城東

東京城西

年男2025

―乙巳

巻頭
企画

2 3



ぐるパワーがいっそうアップすることを期待しています。
　でも実を言うと銭洗弁財天は「お金への妄執を洗い流す」
ところに本当のご利益があると言われています。お金は「お
あし」とも呼ばれます。お金への妄執を断ち切り、巡って
きたお金はこだわりなく次に回す。そんな 72 歳になりた
いと願っております。

尼崎印刷株式会社
田　治　宏　敬
　明けましておめでとうございます。大阪
所属の尼崎印刷㈱　田治宏敬です。生まれ

た 1977 年を含めると５回目の巳年を迎えたことになり
ます。あと何回巳年を迎えられることでしょうか。
　わが国の首相を始め、各所で「蛇は脱皮することから再
生・進化の年である」という年頭所感というか小咄のよう
なものを聞きました。もっともビジネスの現場においては、
巳年に 12 年に１回だけ進化をすればいいというものでは
ないでしょう。常に進化し続け、変化する環境に対応し続
けることが必須であると思うのです。現に私は「ジャグラ
業態進化委員会」の副委員長を 2022 年に拝命し、検品
のシステム化やデジタルマーケティングに取り組んで「業
態進化」を少しずつ行ってきました。生業であるオフセッ
ト印刷も守りつつ、業態進化への歩みを続けたいと考えて
おります。
　さて偶然の一致ということにしておきたいのですが、私
自身の性格や行動パターンは、陰湿・しつこいといった蛇
のイメージそのもの。さらに、人に言わせると「毒を吐く」
らしいです。最後のはともかく、企業間競争というものが
そもそも陰湿な争いですから嫌いではないのです。また業
績が悪化していた会社を持ち直させたのも自らのしつこさ
によるものと思います。こんな付き合いにくい人間ですが、
ジャグラの皆様、今年もご交誼のほどよろしくお願い致し
ます。

ディメンションナントウ
楠　藤　　　治
　毎年、PC 関連のスキルアップとして「今
年中に何かを習得しよう」と考えていて

2022 年 に は、 資 格 試 験 の「Adobe Certified 
Professional Illustrator 2021」 チ ャ レ ン ジ し 取 得、
2023 年、2024 年と続けば良かったのですが、なかなか
次のステップとは繋がらず気づけばいつも年末になってい
ました。
　昨年は、ジャグラコンテスト委員会で「ジャグラテスト」

の「Adobe Illustrator の問題作成」の一部を担当させて
いただいたり、ジャグラ四国地方協議会では、「DTP 勉強
会」を担当させていただいた年度で、自分自身の DTP ス
キルを見直す良い機会を与えていただいたと思っており、
スキルアップの棚卸しが出来たように思います。
　「2025 年の抱負」として、少しずつでもよいので「HTML 
&CSS」や「Adobe Premiere Pro（movie 編集）」を勉
強すること、とします。

株式会社キュープリント大分
薬師寺　順　平
　年男として迎えるこの１年、３つの目標
をたててみました。

　１つ目は「仕事を楽しんでする」です。日々の忙しさの
中、目の前の事だけに追われがちですが、印刷物を通して
多くの人々とつながり、お客さまの想いを形にすることが
できる喜びを改めて感じていきたいです。常に学び、挑戦
し続けたいです。
　２つ目は「健康に気をつける」です。運動を心がけ、仕
事中もエレベーターより階段を使うなど日々のちょっとし
たことでも続けたいです。また、暴飲暴食も控え、大好き
なプリンも週４つまでにし、心身ともに充実した日々を送
ることを目指します。健康であることは、仕事のパフォー
マンスにも直結するので、体調管理には特に気を使ってい
きたいです。
　毎年毎年かかげている目標があります。それは体重を８
kg 減にすることです。いつもはプリンなど甘い物の誘惑
にあっさり負けて達成できませんが、この目標が掲載され、
残ってしまう今年こそ実現できたらと思います。
　３つ目は「プライベートを充実させる」です。家族や友
人との時間を大切にしたいと思います。今、私の家には「ぺ
い太（デグーマウス）」というかわいい家族がいます。仕
事が終わり帰宅すると待っていてくれて、少し遊びます。
最高の癒しで、疲れが吹き飛びます。いつまでも元気でい
て欲しいです。
　また趣味も充実できたらと思います。今、メダカの飼育
にはまっています。道の駅や県外にでかけるとついついメ
ダカを探しています。種類別にわけているので、多いとき
は部屋に水槽が 10 個ほど置いてあった時期もありまし
た。メダカ飼育も楽しいですが、20 代のころは釣り、キャ
ンプ、スノボーと意外とアクティブな趣味ばかりでした。
スノボーはブランクがありすぎるので怪我が怖くてできま
せんが、釣りをまたはじめてみようかなと思っています。
今年は仕事、趣味を通じて自分の可能性を広げ、明るく楽

大阪

徳島

大分

しい一年にしたいと思います。

ホープ印刷株式会社
森　田　守　尚
　今年は干支でいうと「 乙

きのと
巳
み

」の年に当
たり、「乙」が草木の芽吹きを「巳」はヘ

ビを表しています。この干支の組み合わせには、柔軟性や
しなやかさを持ちながらも、環境に適応して着実に成長す
る力が備わっているとされており、自分自身の変化と成長
を意識する一年にしたいと思います。
　巳年にはヘビが脱皮を繰り返しながら成長することから
復活と再生の意味があるそうですが、私のお腹周りだけは
脱皮どころか着々と肥大を続けており、また年齢を重ねる
中で病気や怪我の治りが遅くなったことを実感し、健康の

重要性を改めて痛感しております。そこで、年明けから「毎
日１分プランク生活」を始めました。この習慣を継続し、
今年こそは何とか「脱皮」を図りたいと考えています。こ
れには健康維持だけでなく、いかに毎日コツコツと継続し
ていくかということも目標の一つとしており、自分の人生
をより主体的に生きていくきっかけにしたいと考えていま
す。まだ始めたばかりで残りの 10 秒が非常に辛い瞬間も
ありますが、たった１分の努力で「今日もやり遂げた」と
いう小さくて静かな達成感を味わうことができ、心身とも
にプラスの影響を感じています。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

熊本

　ジャグラは２月 19 日から 21 日まで、東京・池袋のサンシャインシティコンベンションセンターで公益社団法人
日本印刷技術協会（JAGAT）が開催する page2025 に出展します。
　会員拡大特別委員会が主体となってジャグラブースでは、ジャグラコンパクト DX 事業の生産性向上委員会のデー
タクレンジング、生産工程管理による社長の働き方改革、MIS 研究委員会の単品損益管理による適正利益管理と人
財育成の事例紹介や、地域活性化委員会のジャグラコンパスセーフティマップ ® による仕事づくりを提案します。
ジャグラ非会員の方には会員加入を、会員の皆様にはジャグラ本部の活動をより詳しくご紹介する場となります。
　また、印刷革新会のご協力のもと、印刷革新会ブースで実演されるリコージャパンの POD による A4 圧着 DM の
一部をジャグラコンパクト DX 事業の PRDM として会場で配布します。
　このほかにも、リコージャパンブースでは清水印刷（和歌山）のデータクレンジング、ジオン（大阪）の工程管理
システムを、コニカミノルタジャパンブースで近森謄写堂の生産管理事例をそれぞれ見ることができます。
　この機会にジャグラコンパクト DX 事業がどのようなもの何か、個別のご質問受け付けております。リリース間近
の各種アプリケーションの情報をいち早くキャッチする場としてご活用ください。

【開催概要】

日　時：２月19日㈬～ 21日㈮10時～ 17時
会　場： サンシャインシティコンベンションセンター 

（東京都豊島区東池袋 3-1）
ジャグラブース：展示ホール C-2（文化会館３F）
入場料：1,000 円（税込、事前登録で無料）

ジャグラ

page2025に出展
ジャグラコンパクトDX事業を紹介
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「データクレンジング」の属人化
を無くす社長の働き方改革

第三弾

清水印刷株式会社

生産性向上委員会

　2023年11月に開催された全国協議会での株式会社正文舎（北海道支部）のライブ配信を通じて、
生産性向上委員会が推進してきた PODの自働化への関心が高まってきました。しかし、全国協議
会でお見せした正文舎の事例は PODの自働化の最終形態に近く、「ファーストステップをどのよ
うに踏めばよいか？」というご質問を多くいただいています。そこで生産性向上委員会は今期、会
員３社にご協力いただき、“社長の働き方改革 ” のキーワードのもと、等身大で生産性向上に挑
戦するモデル企業による事例作りに努めてきました。第三弾では、DM案件の宛名処理で生じて
いた社長のボトルネックをデータクレンジングのプログラミングによって解消した和歌山県支部・
清水印刷株式会社の取り組みについて、同社の清水雅司社長に話を伺いました。

清水印刷の創業は今から 70 年ほど前に遡る。もともと
清水社長の祖母の実家が印刷会社を営んでいた。その会社
に勤めていた祖父と祖母が結婚し暖簾分けする形で清水印
刷を立ち上げた。創業当時から地元の百貨店との取引があ
り、最高売上は２億 5,000 万円近くにのぼり、従業員も
10 名以上を擁する活版印刷会社だった。

今は清水社長と母親、そして派遣社員１名、アルバイト
スタッフ２名の５名体制で切り盛りしている。これまでに
何度も危機的な状況を迎えてきた同社だが、常に “ タイミ

ング ” を掴むことで業容を拡大し、生き残ってきた。
最初の転機は 2001 年に訪れた。大阪に出て大手印刷

会社で修行していた清水社長が清水印刷に戻ってきて間も
なく、大口取引先だった地元百貨店が倒産し、売上の８割
を失った。そこから IT バブルの崩壊も重なり、売上が激
減して 4,000 万円くらいにまで落ち込んだ。その後、少
しずつ持ち直し、8,000 万円くらいにまで回復すると、
コロナ禍に特需の DM 案件を受託して１億 3,000 万円に
伸び、３年間１億円規模をキープしたが、コロナ特需終了

後、6,000 万円台で落ち着いている。
売上の８割を失うピンチをくぐり抜けられたのは、いく

つかの偶然が重なったおかげだと清水社長は振り返る。
まず、百貨店の倒産が２月で、年末商戦の入金後だった

ことが挙げられる。最終入金の結果、900 万円ほどの焦
げ付きで抑えることができた。
「あと１ヵ月早く倒産していたら、うちも飛んでいたと

思います」と清水社長。清水印刷を創業した祖父が倹約家
で大きな投資をしていなかったことも幸いした。

仕事の面では第二の転機ともいえる、DM 案件がこの
頃持ち上がりはじめていた。

ただ DM の仕事も何もないところから突然降って湧い
たわけではない。1990 年のバブル崩壊以降、長期的な不
況に突入した国内経済のあおりを受け、少しずつ案件が少
なくなり、上記大口得意先の倒産もあり、オペレーターの
手が空くことがしばしば出てきた。そのため、以前から活
版印刷をメインとしつつも、ナンバーリングや筋入れ、ミ
シン目加工などの仕事も請け負っていた同社は、今後の社
の柱となる事業を見出すべく模索していた。そんな中、郵
便局に務める先輩からある日、DM の相談があった。

企業がダイレクトメールを出そうとする時、郵便局に発
送についてはもちろん印刷や封入作業についても相談する
ケースが実は多い。相談を受けると知り合いを通じて印刷
会社を仲介することもあった。当初大阪の会社を紹介して
いたが、毎回大阪まで出向いていられないので地元ででき
ないかと清水印刷に相談を持ち込んだ。

当初は手の空いた印刷機オペレーターが慣れない手内職
で預かった DM の封入封緘作業をし、郵便局に発送する
という地味な作業のみだったが、続けることで案件も増え、
時には社内スタッフだけでは手が足りず近所の主婦を集め
て作業をすることもあった。

清水社長は自社継続のための今後の柱になると判断し、
業態変革を進め封入作業を処理できる体制を作りつつ、印
刷会社なので封入作業から発送だけではなく、デザインと
印刷も受けれる旨を先方に伝えると、そこから印刷も含め
て任されるようになった。現在も取引が継続している、自
動車ディーラーや蜜柑農家との取引が発送部分から印刷業
務まで拡大でき、DM が一つの事業として成立していった。

郵便局との契約で郵送のコストも抑えることができるよ
うになり、郵送コストメリットも含めて一貫作業の受注が
強みを発揮できるようになったことで、DM が事業の一
つの柱になっていった。

■　社長の抱え込み過ぎからデータクレンジングへ

規模を縮小しつつも新しいことにチャレンジしてきた同
社が、ジャグラコンパクト DX に取り組むきっかけになっ
たのはジオン、近森謄写堂と同じように、ジャグラ
DXWG が発表した正文舎だった。他団体の組合活動を通
じて個人的にもつながりのあった正文舎の岸社長の声がけ
で、「作業工程の自動化で時間効率を改善して全体の生産
性を上げよう」とジャグラ DXWG に参加し、さっそくリ
コージャパンに相談して現場を見てもらったところ、ジオ
ンと同様に（11 月号参照）、生産性向上の前に「社長が
抱え込み過ぎ」という事実が発覚した。それをどう剥ぎ取っ
て、他の人にもできるようにするかという方向にテーマが
変わった。

特に DM は、宛名データを加工できる人が清水社長の
みだったため、外回りで一日外出していると作業が夜にな
り、現場が作業を進められないというボトルネックが生じ
ていた。

以前から課題は認識していたが、東京や大阪と比べて和
歌山での DM 案件のボリュームは 1,000 通、2,000 通か
ら数千通レベルで、システムで処理しようとすると開発費
で数百万円、利用料で毎回何十万円もかかってしまう。こ
れでは仕事にならない。清水社長自身も「他の人に任せて
ミスしたらどうしよう」というバイアスがかかって「結局
自分がやった方が早い」と手を付けずにいた。

ただ、リコージャパンのユーザー会に参加する中で、「宛
名データの整理作業で文字数などの変換作業に手を焼いて
いる」という相談を持ち掛けていた。
「一般で市販されている現行の宛名処理ソフトは、文字

数を数えることができてもその後、フォントを小さくして
詰め込んでしまう。印刷会社のプライドとポリシーとして、
そんな小さな文字でいいのか？　となってしまうので、平
体処理できるような単純な宛名可変ソフトを作って欲しい

清水印刷株式会社
清水雅司
和歌山県和歌山市高松3-8-14
従業員　5名
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と前からリコーさん
にお願いしていまし
た」と打ち明ける。

一般的にこうした
課題が挙がると安易
に「現状の作業を全
て自動化しましょ
う」という話になり
がちだが、リコージャパンはあえてそれをやらなかった。
清水社長の仕事を一通り見て、その中で宛名データのクレ
ンジング作業、特に画面をスクロールして文字数の多い宛
名や住所を探し出す作業をロボットで自動化できないかと
考えた。

リコージャパンの佐藤幸一さんは「探す作業はロボット
に任せますが、判断するところまで含めるとプログラムも
費用も膨大になるので、探してアラートを出すところまで
自動化できるプログラムを組むことにしました」とデータ
クレンジングソフトについて説明する。

リコージャパンが開発したデータクレンジングソフトは
イメージ的に小さなブロックの積み重ねで構成されてい
る。作業を分解することで、「単純作業部分」と「人間の
思考が必要な作業」に分けた。この単純作業部分だけを
Excel マクロ化して省力化する事とした。
（Excel マクロ化）

マクロ化する単純作業の例は以下のとおり。
１）入稿される Excel データから不要なフィールドを削

除する。
　　例えば、データ項目名が “ 氏名 ” “ 郵便番号 ” ” 住所 ”

以外の不要な項目は削除する。
２）郵便番号や住所にある２バイトのアラビア数字を１バ

イト変換する。
３）住所１の文字数をカウントし、20 文字数を超えたデー

タについては色を変えて注意喚起する。（異常データを
検出し、修正するのは人間が行う）

４）データ中の不要な空白を削除する。
　　文字列の前後に入っている不要な空白は全て削除する。
　　連続した空白がある場合は、１つの空白に統合する。
５）宛名データのクレンジングが完了したら、RPA ロボッ

トが宛名印刷ソフトを起動して宛名印刷処理を行う＜印
刷操作の自働実行＞
上記の単純作業をひとつずつマクロで組み、小さな

RPA ロボット化した。受注する仕事内容によって、この
小さな RPA ロボットを組合せることで、さまざまな顧客
データフォーマットに対応できるデータクレンジング作業
の省力化した。

さらに宛名レイアウトソフトを自働操作する RPA ロ
ボットを組合せることで、宛名印刷ワークフローの自働化
も実現できた。

例えば、文字数チェックのブロックや、空白削除のブロッ
ク、郵便番号の中を全部半角にするブロック、ハイフンを
統一するブロックだ。この小さなブロックの組み合わせで
各社各様に必要最低限のデータクレンジングソフトを構築
できる。

さっそく毎週４、50 通ある洋２封筒とハガキの可変
DM の案件で、派遣社員に使い方を１回教えたところ、す
ぐに使いこなしているという。POD も扱えるので今まで
清水社長のデータ待ちで２日かかっていた作業を１日で終
えられるようになっている。狙い違わず、清水社長にしか
できないと思われていた仕事が代替できるようになったこ
とで、社長の働き方改革を成功させている。

上記案件だけ見ても、毎回 30 分ほどかかるため、１ヵ
月で２時間、年間 24 時間分、清水社長の時間を他に充て
ることができるようになった。

■　強みを伸ばし、繋がりで商機をつかむ

外に向けて DM を新しい事業として打ち立てた一方で、
内向けには活版やオフセット印刷機を処分して POD に一
本化した。

印刷機を処分しようと決断したことについて清水社長は
「販促ファクトリーの西川誠也さんが書いた『印刷業の７
割は機械を捨てれば生き残れる！』という本を読んで、活
版に特化して生き残る道もあったので葛藤しましたが、捨

てる決意を固めました。ちょうど印刷オペレーターも高齢
化で自然退職が続いていたのも後押しになりました。印刷
機無しでこれからどうやってお金を稼いでいくか不安にな
りましたが、結果的に DM やイベント企画などの外向き
の仕事ができて、“ 印刷にこだわらない ” 印刷会社へと上
手く転換できたと思います」と不安を超えた清々しい笑顔
で答える。

その上で、社内体制、設備を整え、新たな事業を立ち上
げ、今回のデータクレンジング導入でキャパシティーも拡
大した。これまでは清水社長自身が夜なべして手作業で
データクレンジングしていたが、リコージャパンがプログ
ラミングしたデータクレンジングによって他の人でもでき
るようになった。ソフト開発に際し、作業マニュアルや
チェック表も作成し、仕事としてデータクレンジングの作
業を受けられるようになったことで DM のデータ加工
サービスに特化した事業展開も模索する。

清水社長は「実はデータクレンジングしただけで印字は
できません。データベースソフトを持っていない会社も多
く、社内で Access を使える人がいないので清水印刷さん
でやってくださいという話も意外とありました。DX で生
産性を高めることも大切ですが、うちのように何かに特化
して、電話でもなんでもいいのでジャグラ会員同士がつな
がって連携し、皆ができることやお客様に提案できること
を増やしていった方がジャグラらしいと思います。私はい
つも周りの仲間を意識しています。例えばある会社でもう
機械が壊れるし、買い替えるほど仕事ないし、ということ
であれば、あそこで刷ってもらおう、というネットワーク
を作ることが重要だと感じています。まずは D（デジタル）
でも A（アナログ）でもいいから今の立ち位置と 10 年後
を見据えて、勇気を出してトランスフォーメーションして
いきましょうということです。小さな変化が積み重なって
きっと大きな変革になるはずです」と力強く語る。

ブロックイメージ

ソフトウェアロボットを組合せて、省力化＋属人化解消

筆まめ

データ受領 データクレンジング 宛名レイアウト確認 印刷

筆まめ

データ受領 データクレンジング 宛名レイアウト確認 印刷

組版

組版

間違えたらいかん！ 俺しかできない！ 間違えたらヤバイ！宛名印刷のお仕事

Before

After

社⻑しか出来ない！ 外商から帰ってから深夜に作業

従業員の方が、日中に行う事が可能

120分 20分 60分
翌日作業

ソフトウェアロボットを組合せて、省力化＋属人化解消

筆まめ

データ受領 データクレンジング 宛名レイアウト確認 印刷

筆まめ

データ受領 データクレンジング 宛名レイアウト確認 印刷

組版

組版

間違えたらいかん！ 俺しかできない！ 間違えたらヤバイ！宛名印刷のお仕事

Before

After

社⻑しか出来ない！ 外商から帰ってから深夜に作業

従業員の方が、日中に行う事が可能

120分 20分 60分
翌日作業

封入封緘機

デジタル印刷機１台に切り替えた
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47 都道府県のお話（その 24：岩手県）
　ジャグラ会報をご覧の皆様、こん○○は。ジャグラ東京・東
グラ文京支部のアクティブ・野口です。　
　今回は東北、岩手県をチョイスして「岩手県は日本で〇番目
に…」をテーマにみんなが知ってるであろうトピックと知らな
かったであろうトピックを取り上げてみようかと思います。今
月も少しの間ですがお付き合いください。
１：岩手県は日本で２番目に「面積が大きい」
　まずはこちらから。その面積 15275.04㎢は北海道に次い
で堂々の第２位、関東南部４県（東京・千葉・神奈川・埼玉）
の合計よりも大きく、日本の国土のおよそ４％を占めています。
東西約 122 キロ（直線距離で東京駅＞群馬県高崎駅）・南北約
189 キロ（直線距離で東京駅＞静岡県掛川駅）とまあ大きい。
そのため人口密度は北海道に次いで２番目に少なく１平方キロ
におよそ 75 人（１位東京都の約 86 分の１）だそうです。
２：岩手県は日本で１番「新幹線の駅が多い」
　かつて新幹線と云えば東海道・山陽新幹線がメイン（今でも
か）だった頃は静岡県が６駅で１番だったのですが、現在はそ
の座を岩手県と同着で新潟県に譲ってます。南北に長い岩手県
を貫く東北新幹線の駅が多いのはイメージが湧きます。実際一
ノ関駅から二戸まで７駅と２位の宮城県の４駅に圧倒的な差を
つけています。でも、実は県内にはあと１駅あるんです。どこ

だかお分かりになりますか？　スキー・スノボをされる方だと
予想はつくと思いますが、盛岡から分岐する秋田新幹線に雫石
駅があります。これで８駅です。私の父方の故郷が福島県とい
うことや仙台でのライブ・握手会等で東北新幹線には大分お世
話になってますが、岩手県は盛岡に行ったのが２回だけなので
また行ってみたいですね。
３：岩手県は日本で１番の「漆の生産地」である。
　こっちはあまり知られてないであろうトピックです（笑）
　実は岩手県は国内の漆の生産量の 85％を占めるほどの一大
生産拠点なのです。県北の二戸市で生産される高品質の浄法寺

（じょうぼうじ）漆を中心に県南の一関市でも採集されている
そうです。漆は英語で「japan」と表記します。つまり西洋か
ら見ると漆は日本の文化の象徴なのでしょう。いま二戸市では
市を挙げて漆産業の後継者育成に力を入れているそうです。こ
れからも日本の大事な文化の一翼を担ってもらいたいですね。
４：岩手県は世界で２番目に「観光すべきところ」である。
　この話は一時ニュースで取り上げられましたからご存知の方
もいるかもしれません。２年前の 2023 年、アメリカのニュー
ヨークタイムズ紙が発表した「2023 年中に行くべき 52 箇所」
という特集記事の中でロンドンに次いで盛岡市が２番目に紹介
されました。私も２回行った、とは書きましたが１回目は市内
のペルソナホールでクイズの大会、もう一回は市民文化ホール
で乃木坂 46 のライブ、と観光まるで無しの行程でした。今度
行く機会があったらせめて石割桜観て３大麺は食べよう（なぜ
かわんこそばだけ未経験）と思います（笑）
　さて、今回はここまでにします。お付き合いいただきありが
とうございました。では今月の問題です。
問題： その標高 801.6 ｍ、日本で一番高いところにある市役

所が存在する長野県の市はどこでしょう？

野口聡の

　学コラム㉖

雑雑

（正解は 29 ページ）
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＜ SPACE-21 広報担当より＞
　先月より SPACE-21 では皆様に青年部の活動を広く
知っていただきたく、広報活動を始めました。早速月刊誌
への掲載機会を頂き（無茶ぶりされた）心より感謝してお
ります。楽しみに待っていた月刊誌を開いたら、「連載」っ
て書いてあるじゃん……。という訳で！　今月は現 FACE
会長に記事執筆をぶん投げました ! !　これからも各地青年
部のご紹介をしていきますので、皆様是非ご覧ください。

　初めまして FACE 会長の西谷です。
　私の２代前 FACE 会長だった松谷さんより「SPACE-21
広報で各青年部の紹介するから、FACE を紹介して」と１
週間程度の締め切りで半泣きになりながらこちらを書き上
げております。つたない文章で恐縮ですが、FACE の紹介
をさせていただきます。
■　FACE とは…
　かつて東京グラフィック
サービス工業会には青年部組
織として「次世代の会」とい
うものがありました。そこか
ら時代背景などを考慮して少
し形を変えて誕生したのが現
在の青年部 FACE となります。
　次世代の会や FACE 発足当時のことは断片的にしか聞
いておりませんが、定例会のあり方や頻度など色々変えた
ようです。
　入会８年目のまだまだ惰弱な身でありながら FACE 会
長という大変な役にあずかっている私ですが、会長や副会
長をしているとたくさん聞かれるのがこれ「FACE ってな
んで FACE という名称なの？」
　FACE 役員の名刺の裏に書いているのでだいたい渡して
説明しますが、「F ＝ Fellow（仲間）」「A ＝ Active（活
動する）」「C ＝ Creation（創造する）」「E ＝ Epoch（時
代）」の頭文字から由来した名称です。
　FACE の活動は発足のころから今も活動の原点になって
いると思っています。仲間をつくり同じ目的のために活動
し、その活動により創り、時代に合わせて変化をして挑戦
し続けていく。これは個人的感想かもしれませんが、日々
の会社や仕事で繰り返しやっていることとつながっている
と思っています。青年部の活動って結構素敵だと思いませ
んか。

■　具体的にはどんなことしてる？
　毎月第２木曜日に定例会を
開催しています。８月は納涼
会、12 月は忘年会ですが、
３月を除いて毎月活動してい
ます。
　最近の定例会には毎回 40 名以上の参加者がおり、納涼
会忘年会などは 50 名を超えることが通例となっています。
　定例会ではほぼ毎回出席者全員参加でチームに分かれグ
ループディスカッション→発表というメインのコンテンツ
があります。このワークはその時の執行部がだいたい１か
月前くらいから考え始めて、実施までもっていきます。
　ワークは FACE が今直面していることをもとに、会員
と共に「知る・考える・表現する」ができるようなことを
実施しています。こういった形式になったのは現東グラ会
長の原田さんが FACE 会長だったころからと聞いています。
　FACE の活動で特徴的なものは、他の青年部との定例会
合同開催や納涼会合同開催など印刷関連他団体の青年部と
の交流に力を入れています。
　製本の青年部（東京都製本組合二世連合会）とは６代目
会長松谷さんのころから続けられており、今年は 64 名の
参加で事前にお互いの参加者の情報交換用の資料を作り交
流を深め、大変盛り上がりました。

■　これから
　FACE は私で８代目となりますが代を重ねても軸は大切
にして、これまでの会長が築き上げた積極的な姿勢を一層
進化させていきたいと考えています。
　SPACE-21 を通じて全国の青年部の皆さまとも交流を
深めていきたいと考えています。会場の都合などで人数制
限などはありますけど、ゲスト大歓迎です。まずは東京大
会で皆さまとお会いできること FACE メンバー一同楽し
みにしております。

東京青年部
「FACE」

のご紹介！！SPACE-2
1広報部

FACE会長
　西　谷　　

　毅
（西谷印刷

㈱）

歴代会長
初　代 中村　　盟
二代目 齋藤　秀勝
三代目 原田　大輔
四代目 谷口　高広
五代目 稲満　信祐
六代目 松谷　勝広
七代目 金子　貴博

│連│載│②│
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「印刷」復活 !
―情報文化の可能性は無限大―

ジャグラ創立 70周年記念
2025ジャグラ文化典東京大会開催まであと半年
　ジャグラの創立 70周年を記念する、ジャグラ文化典東京大会の開催まで、あと半年となりました。
　本大会の主管である東京グラフィックサービス工業会は、原田大輔運営委員長・稲満信祐実行委員長をリーダー
に、2023年 11月に各支部に参加を求めて決起集会を開催、2024年１月の第１回を皮切りに 12月までに 10
回の実行委員会をもったほか、執行部会を筆頭に総会・式典部会、懇親会部会、前夜祭部会、ゴルフ部会、オプ
ショナルツアー部会、広報部会に分かれて会議を行い、企画・準備を進めてきました。
　ここから半年、東京グラフィックス会員・賛助会員が一丸となって、ジャグラ創立 70周年に相応しい大会に
すべく、準備に取り組んでいきます。６月には東京グラフィックス挙げて全国のジャグラ会員をお迎えし、私た
ちグラフィックサービス業界が“情報産業”として新しい10年の出発点となる大会になるよう進めていきます！

創立 70 周年記念・第 67 回ジャグラ文化典東京大会　概要
■日時：６月 21 日（土）13：00 ～
■会場：浅草ビューホテル（東京都台東区西浅草３丁目 17 －１）

＜主なスケジュール＞
〇６月 20日（金）

・記念ゴルフコンペ：茨城ゴルフ倶楽部　東コース
・前夜祭：俺のフレンチ グランメゾン大手町
〇６月 21日（土）

・第 60 回ジャグラ定時総会（13：00 ～ 15：00 予定）
・第 67 回ジャグラ文化典式典（15：00 ～ 16：30 予定）
〇６月 22日（日）オプショナルツアー

・１泊コース：伊豆大島（予定）
・日帰りコース：新旧東京名所巡りコース、浅草満喫コース等（予定）

大会テーマ【「印刷」復活！―情報文化の可能性は無限大―】の趣旨
　謄写版から OA 化までの高度情報化社会への変革の中で情報文化の創造を担ってきた私たち印刷業界が、江
戸時代から豊かな文化を育んできたこの浅草の地で、業界外出身の “ よそ者 ” も混ざり合って精鋭化された東京
グラフィックス・メンバーが、全国から集まる仲間たちと、多様性を持った活発な議論を展開する場を創ります。
　これからのグラフィックサービスの在り方を考える時、「顧客の課題解決の方法は印刷することのみにあら
ず！」という前提に立つ必要があります。私たち印刷業界が高度情報化社会を創ってきたという気概を復活させ
て、「価格競争」に至った過去からの悪循環を断ち切り、「価値競創」へ変革しなければなりません。
　この 70 周年記念大会を機に、＜「印刷」復活！＞を掲げ情報産業の担い手であるという自負を持って、顧客
にとってのプロの販促パートナーとして飛躍を図りましょう。

JaGra2025東京大会 ロゴ案　柏瀬亮二

ロゴ展開 - モノグラム

ケース別配置・配色例

縦位置

白地 黒地

モノグラム構成パーツ

冨嶽三十六景
東都浅艸本願寺の富士 浅草寺 五重塔

原始・近世・現代・現在を表している、浅草に関係するモチーフ

スカイツリースーパードライ
ホール

CMYKの
紡ぎ

CMYKの
インク

白抜き

グレースケール
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ジャグラ文化典東京大会実行委員会　寄稿
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いますぐチェック！

ジャグラ BB

Adobe生成AIで何ができるのか

印刷業界トレンド解説シリーズ Vol.1
Adobe 製品の生成 AI　前編
Adobe Sensei、Adobe Firefly サービスの変遷から、主な
DTP ソフトで搭載された生成 AI 機能、オンラインサービス
連携、AI 倫理・著作権の基礎知識について解説しています。

2025 年2月

ジャグラ BB は、ジャグラが運営する、印刷業関連のセミナー、情報動画配信サイトです。
2006 年の開局以来、印刷業の情報収集、人材教育ツールとして多数の印刷会社に活用されています。

生成AIで

作業時間短縮！

印刷業界トレンド解説
シリーズ Vol.1
Adobe 製品の生成 AI
後編
今回は、Photoshop の画面を
通して各種機能の操作方法を
ご案内していきます。 Adobe 
Photoshop を使っているけど、
生成 AI で何ができるのか知りた
い方は、ぜひご視聴ください。

カテゴリー 教育と技術 DX・総務経理・その他

カテゴリー 教育と技術 DX・総務経理・その他

BTubeへの
映像データ募集中！

スマートフォンで
簡単投稿♪

投稿方法は
こちらから→

おすすめ番組情報
HOT NEWS広報委員会

が選ぶ！
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■　１月の事務局日誌
 7 日 広報委員会
 8 日 理事会（本部）　　正副会長会議（Web 会議）
  日印産連新年交歓会（オークラ）
 16 日 地域活性化委員会（Web 会議）　　日印機工年始会→田中専務
  山形県支部新年会（山形）→岡本会長
 17 日 生産性向上委員会（本部）　　福島県支部新年会（福島）→岡本会長
  70 周年誌編纂委員会（Web 会議）
 18 日 長野県支部新年会　　北陸地協新年会
 20 日 東グラ新年会→岡本会長、田中専務
 22 日 Ｐマーク審査会（本部）→田中専務、今田、長野、古田
 24 日 Ｐマーク現地審査（広島）→長野、古田　　JIPDEC 事務所審査（本部）
  ジャグラショートカット運営委員会（Web 会議）
 27 日 Ｐマーク現地審査（香川）→田中専務　　
  愛知県支部新年会（名古屋）→岡本会長
 28 日 Ｐマーク現地審査（徳島）→田中専務
 29 日 日印産連ステコミュ→岡本会長、田中専務
 31 日 会員拡大特別委員会（本部）　　業態進化委員会（Web 会議）

■　２月のスケジュール
 3 日 広報委員会（Web 会議）
 4 日 Ｐマーク現地審査（大阪）→今田、古田　　委員長会議（Web 会議）
 5 日 Ｐマーク現地審査（大阪）→今田、古田　　MIS 研究委員会（Web 会議）
 6 日 サスティナブル委員会（Web 会議）　　　作品展委員会（Web 会議）
 7 日 Ｐマーク現地審査（福岡）→田中専務
 8 日 SPACE-21 キャラバン in 鹿児島→田中専務
 9 日 SPACE-21 キャラバン in 鹿児島→田中専務
  SPACE-21 幹事会→田中専務
 12 日 Ｐマーク現地審査（福島）→田中専務、今田
 14 日 年賀状デザインコンテスト委員会（本部）　　広報委員会（本部）
 18 日 70 周年誌編纂委員会（Web 会議）
 19 日 page 2025 →岡本会長、田中専務
 20 日 page 2025 →岡本会長、田中専務
 21 日 page 2025 →岡本会長、田中専務
 25 日 ジャグラショートカット運営委員会（Web 会議）
 27 日 地域活性化委員会（Web 会議）

■　３月のスケジュール
 3 日 正副会長会議（Web 会議）
 5 日 Ｐマーク審査会（本部）→田中専務、今田、長野、古田
 6 日 生産性向上委員会（Web 会議）
 10 日 Ｐマーク現地審査（京都）→今田、田中専務
 11 日 Ｐマーク現地審査（京都）→今田、田中専務
 13 日 JP2025・印刷 DX 展　　Ｐマーク現地審査（秋田）
 14 日 JP2025・印刷 DX 展
 21 日 理事会（本部）　　地域活性化委員会（Web 会議） 
  ジャグラショートカット運営委員会（本部）
 25 日 Ｐマーク現地審査（愛媛）→田中専務

事・務・局・便・り
　私は根っからの食いしん坊です。どんなに具合が悪くても、忙しくても食事を抜いたことがありま
せん。胸やけもしないので「もう少ししたらカルビなんて食べられなくなるよ」と数年前から先輩た
ちに言われますが、自分には皆無でした。
　しかし近頃、スターバックスのフラペチーノを完飲することができなくなり、子供たちに心配され
るようになりました。
　美味しいものを美味しく食べられるうちに、これからも色んなご馳走をできる限り沢山食べたいで
す。（岩崎）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています

ジャグラ

恒例の 12 月セミナーで生成 AI 学ぶ
大分県支部との合同懇親会も

Next-Oita
　Next-Oita は 12 月 7 日（土）15 時 30 分から大分市のホ
ルトホール大分 202 会議室で 12 月セミナーを開催しました。
セミナーは毎年恒例行事の一つで今年も全国から 39 名の方に

参加いただきました。
　今年のセミナーは講師
に富士フイルムビジネス
イノベーションジャパン
株式会社の大森茂樹氏を
お迎えし、「画像生成 AI 

Adobe Firefly で変わるデザインの世界」と題し、お話
しいただきました。今回は 2024 年７月に行われた、鹿児島
県支部主催の『画像生成 AI セミナー』に参加した Next-Oita
メンバーから「もっと知りたい」と声があり、企画しました。
　セミナーに向けて会場で PC、プロジェクターの接続や講師
の空港到着、会場までの動線の確認など何度も例会を重ね、当
日を迎えました。今年は講師の要望もあり、64 頁オールカラー
の資料も用意しました。
　大森さんは、Adobe Firefly について Adobe Stock から著
作権者が AI の学習データに使用することを許諾した画像と
オープンライセンスの作品、著作権期限切れになっているコン
テンツのみを使用し、著作権のトラブルを解消している点や日
本語対応している点などを説明した後、実際に映像と資料を見
ながらセミナーをスタートしました。
　画像生成 AI はプロンプトが重要でよりイメージに近づくた
めのプロンプトの書き方など実際に画像を生成しながらお話
しいただきました。
　その他、簡単な図形や手書きの線画から生成するプロンプト
の一例、ロゴマークをリッチにするプロンプトの書き方など明
日から試してみたくなるような内容を紹介して約一時間のセ
ミナーを終えました。
　質疑応答は時間の都合上、4 名に限定させていただきました
が、参加者の熱意、興味の高さが伺えました。

　セミナーの後は場所を「ふく亭」に
移し、Next-Oita と大分県支部合同の
懇親会を行いました。懇親会ではジャ
グラの岡本会長よりご挨拶をいただ
き、乾杯の後、懇親会をスタート。
Next-Oita では参加していただいてい
る方に少しでも楽しんでいただきたく
毎年ゲームを企画しています。昨年は
お米のグラム当てクイズをしました。
今年は何が良いか企画を出し合い、「〇×クイズ」を行うこと
にしました。上位 5 名には、「用紙数え」をしてもらい、1 位
から 5 位までの速さで順位を競いました。クイズで間違った
人にも 5 名のうち誰が 1 位か予想をしてもらいました。お酒
のせいか、なかなか用紙数えの正解者がでず、大いに盛り上が
りました。あっという間の 2 時間が過ぎ、九州地方協議会会
長で鹿児島県支部の土支部長から締めの挨拶をいただき懇親会
はお開きとなりました。
　12 月最初の土曜日に開催しているセミナー、懇親会ですが
ご多用中、多くの方に参加していただきました。毎年楽しみに
していただいている事に感謝し、Next-Oita 会員一同がより
一層精進し、成長できるようにと思えた一日でした。

（セミナー参加者：39 名・懇親会参加者：32 名）
文責：Next-Oita 事務局　薬師寺

ジャグラ

地域活性化委員会がリアル会議
忘年会も開く
地域活性化委員会

　地域活性化委員会は 12 月 19 日、東京都中央区の八丁堀ビ
ル会議室で第 4 回委員会を開催し、全国協議会の発表報告を
行うとともに、ジャグラコンパスの普及・啓もうについて意見
を交換しました。委員会後は会場を移し忘年会を開いて懇親を
深めました。

│N│E│W│S│

業 界 の 動 き

用紙はや数え
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◎�企画 : ジャグラ広報委員会
担当理事
 神山　明彦 愛知・㈱カミヤマ / 副会長
委員長
 本村　豪経 福岡・アイメディア㈱ / 理事
委　員
 東海林正豊 秋田 / ㈱東海林印刷
 谷山　和也 東京 / 菁文堂㈱
 野口　　聡 東京 / ㈱アクティブ
 小澤孝一郎 山梨 / ㈱オズプリンティング
 安達　睦男 大分 / ㈲舞鶴孔版
 蛇蝮　悠太 広島 / ㈱ ideal
 三宮　健司 高知 / ㈲三宮印刷
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 笹井　靖夫 東京・文京 / 共立速記印刷㈱
 田中　良平 専務理事
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 長野未奈美　　岩崎　琴美　　古田　理子 

以上、ジャグラ事務局

◎�渉　外　田中　良平　　
◎�広　告　田中　良平
◎�Ｗｅｂ　阿部奈津子　　古田　理子
◎�動　画　今田　　豪
……………………………………………………
◎�組　版　㈱クリエイツ．
　 ＤＴＰ＝ Adobe CC ほか
　 フォント＝モリサワ OTF/ モリサワ BIZ+ ほか

　  ※ 本誌の一部にユニバーサルデザインフォント
を使用しています
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 ＲＩＰ＝ FUJIFILM WORKFLOW xmf
 ＣＴＰ＝ Luxel T-6300（自現 : 富士フィルム XP-1310R）
 刷　版＝ FUJIFILM SURERIA XP-F
 印刷機＝ RYOBI 924D
 インキ＝東洋インキ
 用　紙＝三菱ニューＶマットＡ判 57.5kg

【雑学コラムお題の答え】　茅野（ちの）市

審査

2 8 2 9



●
 発

行
 

一
般

社
団

法
人

 日
本

グ
ラ

フ
ィッ

ク
サ

ー
ビ

ス
工

業
会

 
●

 年
間

購
読

料
13,200

円
（

 税
込

／
会

員
の

購
読

料
は

会
費

に
含

む
）　

●
 Copyright 2025 JaG

ra
 

〒
103-0001　

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
小

伝
馬

町
7-16 TEL 03-3667-2271　

 FAX 03-3661-9006　
https://w

w
w

.jagra.or.jp/
G

S N
o.879  2025.2


